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学びのデザインシート（授業前）
主体的・対話的で深い学びを実現する授業構想【教科名／科目名】
１．対象（実施を想定する学校・生徒の実態の概要）
２．単元名「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」（全○時間）
３．単元目標　
４．本時の目標　
５．授業展開

	解決したい課題や問い

	※実施する単元、又は本時の授業における「解決したい課題や問い」を、実際に生徒に提示する表現で記入してください。　　　


	考えるための材料

	※用意する材料の数に応じて列を区切って表記してください。
※各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方（見方・考え方）を働かせて考えられる材料を記入してください。
※【考える材料】…解決したい課題を考えるために必要な資料、道具、教材などを記入してください。
※【想定される活動】…考えるための材料を使って、生徒がどのようなことを考え、どのようなことに気付くのかを記入してください。


	対話と思考（対話を通した協働的な問題解決のプロセス）

	※設定する対話の方法（グループ形態、時間設定、留意事項など）と思考のプロセスを記入してください。


	学習の成果（予想される生徒のあらわれ）　

	※設定した「解決したい課題や問い」に対して、生徒のあらわれを予想し、生徒の立場で具体的に記入してください。

	育成すべき資質・能力三つの柱から上記のあらわれを評価するための視点

	①知識及び技能
	※予想される生徒のあらわれに見られる、習得した知識や重要な概念の内容、各教科が目指す技能等を記入してください。

	②思考力、判断力、表現力等
	※予想される生徒のあらわれに見られる、思考・判断した過程や結果をどのように表現しているかを記入してください。

	
	

	③学びに向かう力、人間性等
	※予想される生徒のあらわれに見られる、主体的に学習に向かう姿と新たな疑問や問いが生まれている様子を記入してください。

	
	









